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本稿の構成は次の通りである。第２節にて，PBGT とその基礎となる Program & 
















図表３　P2M と Project & Program Budgeting（PBGT）のフレームワーク
 出典：鈴木・松岡（2004, p.27）に基づいて作成。
2.2　PBGT とその意義
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〔抄　録〕
本稿は，部門中心の予算管理を行っている組織に，プロジェクトおよびプログラムを
ベースとする，部門にとらわれることのない予算管理フレームワークである PBGT を導
入し，予算を無駄なく効率よく運用する試みについてのアクションリサーチである。
プログラムは戦略を実行するためのシナリオであり，プロジェクトはプログラムの実行
計画である。
本稿のリサーチサイトでは，製品開発プロセスの大半において，各部門がその役割に応
じて活動を行い，部門を単位に予算管理が行われていた。結果的に，製品ベースで当初予
定していた開発予算を実績が超過してしまうケースが約半数の製品開発で見られた。また
特にソフトウェアの開発部門では，年度予算が年度末を迎える前に枯渇してしまってい
た。
そこで製品開発プロセス全体を通じて製品開発活動をプロジェクトとし，管理するプロ
ジェクトマネージャをプロジェクト別に置き，予算についても報告責任を負わせることに
した。
結果的に，製品別の開発予算の遵守率，ソフトウェア開発の予算遵守率ともに大幅に改
善されることになり，予算管理上の成果が実現した。
